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　子どもの頃から、図工などで物を作る
ことが好きであると同時に、美術などの
美的なものに触れることも好きでした。
中学校で進路相談があった時に、両親と
も相談し、手に職をつけた職業に就いた
らいいのではということもあり「物を作
ることと美的なものが好き」と「手に職
がついた職業」ということで歯科医師に
なろうと思いました。実家も歯科医院で
なく、父も他業種の仕事でしたが歯科医
師への道はその時に明確になりました。
　その後、日本歯科大学への進学は、歴
史が長いということもあり選択しました。
　大学時代の思い出は、ひとつは１学年
から６学年までサッカー部に入っていた
ことですね。「デンタル」と呼ばれる全
国の歯学部のある大学が集まった大会が
年に１回あり、それに向けた練習や、合
宿などで仲間と過ごした時間がとても大
きな思い出になっています。今でも、当
時のサッカー部の仲間とは、年に２回の
OB戦やフットサルをして交流があります。
　もうひとつは、５学年次の病院実習で
す。１年間ずっと病院にいて、たくさん

の診療科を回り、先生からも多くの指導
を受け活きた実習を経験しました。
　ちょうどその頃、理想の歯科医師像と
いうものが具現化してきた時期でもあり
ます。その理想の歯科医師像とは、ただ
単に虫歯を治して終わりということでは
なく、患者さんの全体を見て、全身のこ
とも含めその時考えられるプランを立
て、治療のできる歯科医師になることで
す。そのためには、多くの知識や、コ
ミュニケーション能力など必要になるこ
とは多岐にわたりますが、一つひとつ丁
寧に治療を行うことをモットーに日々診
療し、理想の歯科医師に近づくべく努力
をしています。
 「歯科医師の将来は大変」という言葉を
在学中にもたくさん聞きました。しかし、
私自身そんなことは感じません、やり方
次第で世界も広がりますし、歯科医師は
とてもやりがいのある仕事だと思いま
す。日本歯科大学はOBも多くフォロー
もしっかりしていますし、ぜひ日歯大で
歯科医師をめざしてください。楽しい学
生生活と未来があると思います。

理想の歯科医師に向けて
一つひとつ丁寧に

明るい雰囲気の診療室。大きなモニターも配置される
合宿での集合写真（全列右から３番目）。
６年間在籍し、キャプテンも務めた

「一つひとつ丁寧に治療をする」がモットー

勤務先は東中野駅から徒歩１分という抜群のアクセス
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若手のホープとして歯科医療現場の最前線で働く先生に、 
歯科医師としての心構え、やりがい、大学時代の思い出などお話を伺いました。

歯科医師をめざすみなさんの参考にしてみてはいかがでしょうか。


